
型紙を印刷し、カットします。1

型紙をフェルトに当て、チャコペンで線を描いて、カットします。2

1ダス犬 フェルトマスコットの作り方

●お子さまが作る場合は、必ず保護者の方とご一緒に作業しましょう。

●はさみなどの取扱には十分気をつけましょう。

●針を指に刺してケガをしないよう、十分に注意しましょう。

●材料・道具の説明書をよく読んで、安全に作業しましょう。
作業の前に

フェルト（必要色） チャコペン はさみ 刺しゅう糸（必要色） 刺しゅう針 手芸用わた 布用接着剤 割りばし ピンセット用意するもの
素材は全て、お近くの
100円ショップまたは
手芸店で入手できます。

チャコペンの線が見えなくなるように、フェルトに
描いた輪郭線の内側でカットしましょう。

顔などの小さなパーツは、セロハンテープで貼り
付け、型紙ごとはさみでカットします。

目などの小さなパーツは、
周囲を残し大きめに
カットします。

輪郭線の内側でカット 小さなパーツは、型紙ごとはさみでカット

～かわいく作ってみよう！～
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パーツを重ね、「巻きかがり縫い」で縫い合わせ、綿をつめます。3

2

首パーツと胴体パーツ・しっぽをつなぎます。4

顔パーツを接着し、完成！5

ダス犬 フェルトマスコットの作り方

シミー・キャットの場合

手・足は、少し固めになるようにつめるのがコツ！

シミー・キャットは、白とグレーの布を重ね
ます。布用接着剤を使い、あらかじめ2枚を
貼り合わせておきます。縫いやすいように、
接着剤は内側だけに塗布します。

糸の間隔が一定になるよう心がけな
がら、「巻きかがり縫い」で縫います。

綿を奥から順につめていきましょう。
耳、手足などにつめる場合は、割りばしなどを
使って少しずつ綿を押し込みます。

刺しゅう糸と刺しゅう針を用意し、パーツを重ね
て縫い合わせます。
縫いはじめは、玉結びを隠すよう、フェルトの内
側から針を入れましょう。

胴体パーツを顔パーツに差し込み、
平縫いで縫い合わせます。

しっぽを縫い合わせ、固定します。

綿つめがおわったら、その
まま縫い閉じます。玉止め
を作り、隠れるように内側
へ針を入れると、玉止めを
隠すことができます。

目、口などは、型紙の位置を
見ながら、ピンセットなどで
上手に貼りましょう。

綿をつめるために、矢印の部分を
2～3cmほど開けておきます。
綿をつめた後、首の部分（赤矢印）
は、胴体を接合しますので縫わず
に開けておきます。

シミー・キャット　しっぽ

ダス犬　しっぽ

縫わずに開けておく（約3ｃｍ）

縫い始めと綿つめの位置について 縫い始め 綿つめ方向

縫いはじめは
内側から

平縫いで縫い合わせ

ピッチ2mm
深さ2mm
（目安）
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